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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第69期

第２四半期連結
累計期間

第70期
第２四半期連結
累計期間

第69期

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日

売上高 (千円) 8,555,860 9,043,290 18,101,510

経常利益 (千円) 180,924 351,374 603,513

四半期(当期)純利益 (千円) 93,708 190,027 305,287

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 88,145 201,812 307,585

純資産額 (千円) 8,321,016 8,740,614 8,538,883

総資産額 (千円) 18,989,09618,744,55219,091,766

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 1.95 3.96 6.37

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 43.8 46.6 44.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 644,143 408,030 726,618

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △29,349 △47,686 △97,595

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △539,423 △302,809 △991,932

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 4,108,576 3,730,153 3,665,396
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回次
第69期
第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.47 2.45

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たりの四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

す。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から回復基調にあるものの、欧州

の債務問題、中国経済の減速や長期化する円高に対する懸念など、景気の先行きは不透明な状況となってお

ります。

　建設業界及び合成樹脂加工品業界におきましては、需要に回復傾向がみられるものの販売競争の激化、原

材料価格の高止まり等により引き続き厳しい状況が続いております。

　当社グループはこのような状況の下、営業力の強化と積極的な販売活動に努めてまいりました結果、当第

２四半期連結累計期間の連結売上高は、90億43百万円（前年同期比5.7％増）となりました。

  損益面につきましては、当第２四半期連結累計期間においても徹底したコストダウン及び諸経費の削減

などの諸施策を実施してまいりました結果、営業利益は３億46百万円（前年同期比49.6％増）、経常利益は

３億51百万円(前年同期比94.2％増)、四半期純利益は１億90百万円（前年同期比102.8％増）となりまし

た。

セグメント別の状況は次のとおりです。

［合成樹脂加工品事業］

　主力の建材製品は、国内床材、防水資材、住宅資材が売上増になりましたが、輸出用床材、壁装用品は売上減

となりました。また、産業資材製品は、車両用床材及び欧米向けフイルムが売上増となりました。

　この結果、売上高は88億10百万円（前年同期比5.9％増）、セグメント利益は1億74百万円（前年同期比

172.0％増）となりました。

［不動産賃貸事業］

　不動産賃貸料収入は、売上高は２億33百万円(前年同期と同額）、セグメント利益は１億72百万円（前年同

期比2.7％増）となりました。

　（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間の資産合計は、前連結会計年度より３億47百万円減少し、187億44百万円とな

りました。その主な原因といたしましては、商品及び製品が１億21百万円増加したものの、受取手形及び売

掛金が３億41百万円、有形固定資産が１億34百万円それぞれ減少したことによるものです。

　負債の部では、前連結会計年度より５億48百万円減少し、100億３百万円となりました。その主な原因とい

たしましては、長期借入金が９億70百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が２億38百万円、短期借入

金が10億66百万円、流動負債のその他が２億40百万円それぞれ減少したことによるものです。

　純資産の部では、前連結会計年度より２億１百万円増加し、87億40百万円となりました。その主な原因とい

たしましては、利益剰余金が１億90百万円増加したことによるものです。

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べ64百万円増加し、当第２四半期連結累計期間は37億30百万円となりました。当第２四半期連結累計期

間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況と原因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、４億８百万円（前年同四半期収入６億44百万円）となりました。この主

な原因は仕入債務の減少がありましたが、税金等調整前四半期純利益、減価償却費に加え、売上債権の減少

によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、47百万円（前年同四半期支出29百万円）となりました。この主な原因は

有形固定資産の取得による支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、３億２百万円（前年同四半期支出５億39百万円）となりました。この主

な原因は長期借入れによる収入はありましたが、短期借入金の返済による支出と長期借入金の返済による

支出によるものです。

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億19百万円です。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,253,094同左
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
1,000株です。

計 48,253,094同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ― 48,253,094 ― 5,007,917 ― 4,120,573
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東ソー株式会社 東京都港区芝３丁目８番２号 15,478 32.07

株式会社みずほコーポレート銀
行

東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 2,112 4.37

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 1,000 2.07

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 917 1.90

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 910 1.88

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番１０号 747 1.54

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社

東京都渋谷区恵比寿１丁目２８番１号 657 1.36

高橋静雄 静岡県御殿場市 353 0.73

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 336 0.69

ロンプ持株会 東京都墨田区緑４丁目１５番３号 334 0.69

計 ― 22,847 47.35

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　　　　　　　　　　　(注)１

(自己保有株式)
普通株式 302,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
47,600,000

47,600 ―

単元未満株式　　　　　(注)２
普通株式
351,094

― ―

発行済株式総数 48,253,094 ― ―

総株主の議決権 ― 47,600 ―

(注) １ 「完全議決権株式（自己株式等)」の302,000株は、全て当社保有の自己株式であります。

　　 ２ 「単元未満株式」の中には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式500株及び当社

所有の自己株式941株が含まれています。
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ロンシール工業㈱

東京都墨田区緑四丁目15
番３号

302,000 ― 302,000 0.62

計 ― 302,000 ― 302,000 0.62

(注)　このほか株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が500株及び当社所有の自己株式

が941株あります。

　
　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,665,396 3,730,153

受取手形及び売掛金 ※2
 6,147,194

※2
 5,805,833

商品及び製品 2,147,525 2,268,567

仕掛品 83,894 71,621

原材料及び貯蔵品 631,478 661,661

その他 ※1
 402,007

※1
 415,082

貸倒引当金 △18,107 △12,930

流動資産合計 13,059,391 12,939,989

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,480,266 9,486,208

機械装置及び運搬具 9,510,367 9,532,708

工具、器具及び備品 3,182,320 3,198,050

土地 2,434,412 2,434,412

リース資産 166,103 171,201

建設仮勘定 25,771 12,396

減価償却累計額 △19,455,581 △19,626,210

有形固定資産合計 5,343,661 5,208,767

無形固定資産

その他 106,770 95,513

無形固定資産合計 106,770 95,513

投資その他の資産

投資有価証券 362,603 363,611

その他 250,543 163,497

貸倒引当金 △31,203 △26,826

投資その他の資産合計 581,943 500,282

固定資産合計 6,032,374 5,804,563

資産合計 19,091,766 18,744,552
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,017,369 3,778,430

短期借入金 3,176,024 2,109,824

未払法人税等 89,415 77,145

賞与引当金 148,553 167,763

売上値引引当金 73,035 73,035

その他 1,379,951 1,139,779

流動負債合計 8,884,349 7,345,978

固定負債

長期借入金 482,352 1,452,940

預り保証金 1,012,799 1,052,388

引当金 109,407 106,843

その他 63,974 45,788

固定負債合計 1,668,533 2,657,959

負債合計 10,552,883 10,003,938

純資産の部

株主資本

資本金 5,007,917 5,007,917

資本剰余金 4,120,573 4,120,573

利益剰余金 △428,082 △238,054

自己株式 △38,862 △38,943

株主資本合計 8,661,547 8,851,493

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 33,060 33,400

為替換算調整勘定 △164,067 △154,099

その他の包括利益累計額合計 △131,007 △120,699

少数株主持分 8,343 9,820

純資産合計 8,538,883 8,740,614

負債純資産合計 19,091,766 18,744,552
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 8,555,860 9,043,290

売上原価 5,775,680 6,033,790

売上総利益 2,780,180 3,009,500

販売費及び一般管理費 ※
 2,548,246

※
 2,662,640

営業利益 231,934 346,860

営業外収益

受取利息 129 640

受取配当金 7,464 7,808

不動産賃貸料 31,278 32,857

その他 12,954 15,908

営業外収益合計 51,826 57,213

営業外費用

支払利息 39,848 27,946

為替差損 44,299 17,225

その他 18,688 7,527

営業外費用合計 102,836 52,699

経常利益 180,924 351,374

特別損失

固定資産売却損 247 －

固定資産除却損 303 0

特別損失合計 550 0

税金等調整前四半期純利益 180,374 351,374

法人税、住民税及び事業税 57,784 96,631

法人税等調整額 27,977 63,489

法人税等合計 85,762 160,121

少数株主損益調整前四半期純利益 94,612 191,253

少数株主利益 903 1,225

四半期純利益 93,708 190,027

EDINET提出書類

ロンシール工業株式会社(E01103)

四半期報告書

12/20



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 94,612 191,253

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,145 339

為替換算調整勘定 △2,321 10,219

その他の包括利益合計 △6,466 10,559

四半期包括利益 88,145 201,812

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 87,292 200,335

少数株主に係る四半期包括利益 852 1,476
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 180,374 351,374

減価償却費 271,603 204,716

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,861 △9,702

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,073 19,209

その他の引当金の増減額（△は減少） △229 △2,564

受取利息及び受取配当金 △7,593 △8,448

支払利息 39,848 27,946

手形売却損 610 654

有形固定資産除却損 303 0

有形固定資産売却損益（△は益） 247 －

売上債権の増減額（△は増加） 388,962 348,955

たな卸資産の増減額（△は増加） △357,914 △132,018

仕入債務の増減額（△は減少） 239,755 △245,564

その他 △6,596 △16,384

小計 733,438 538,173

利息及び配当金の受取額 7,593 8,448

利息の支払額 △38,379 △27,758

手形売却に伴う支払額 △610 △654

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △57,898 △110,179

営業活動によるキャッシュ・フロー 644,143 408,030

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △28,999 △47,911

無形固定資産の取得による支出 △1,862 △7,504

投資有価証券の取得による支出 △431 △481

その他 1,944 8,211

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,349 △47,686

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △1,040,000

長期借入れによる収入 － 1,260,000

長期借入金の返済による支出 △332,612 △315,612

その他 △206,811 △207,197

財務活動によるキャッシュ・フロー △539,423 △302,809

現金及び現金同等物に係る換算差額 △450 7,222

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 74,919 64,756

現金及び現金同等物の期首残高 4,033,656 3,665,396

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,108,576

※
 3,730,153
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。

　なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

該当事項はありません。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１　手形債権の流動化による譲渡高は次のとおりです。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形の債権流動化による譲渡高 131,464千円 131,078千円

なお、受取手形の流動化に伴い、信用補完目的の保留金額（前連結会計年度52,407千円、当第２四半期

連結会計期間52,505千円）を、流動資産のその他に含めて表示しております。

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形及び売掛金 187,211千円 168,981千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

給料及び賞与 670,244千円 703,300千円

賞与引当金繰入額 91,420千円 106,463千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次

のとおりです。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金勘定 4,108,576千円 3,730,153千円

預入期間が３カ月を超える
定期預金等

―千円 ―千円

現金及び現金同等物 4,108,576千円 3,730,153千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

　
１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　
当第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

　

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,322,780 233,0808,555,860　 8,555,860

セグメント間の内部売
上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 8,322,780 233,0808,555,860 ─ 8,555,860

セグメント利益 64,153 167,780231,934 ─ 231,934

(注)　セグメント利益の計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)合成樹脂加工品事業 不動産賃貸事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,810,210 233,0809,043,290　 9,043,290

セグメント間の内部売
上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 8,810,210 233,0809,043,290 ─ 9,043,290

セグメント利益 174,482 172,378346,860 ─ 346,860

(注)　１　セグメント利益の計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　　２　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、第１四半

期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく

減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更

しております。

　　　　　なお、この変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微です。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 1.95円 3.96円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 93,708 190,027

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 93,708 190,027

普通株式の期中平均株式数(千株) 47,952 47,950

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月９日

ロンシール工業株式会社

取締役会  御中

　

聖橋監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松    田    信    彦    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    濵    田        尊　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロン
シール工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期
間（平成24年7月１日から平成24年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成
24年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロンシール工業株式会社及び連結子会社の平
成24年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。 
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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